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則的に上昇する視床下部神経活軌 (MUA ボレー )
が記録できた｡LHパルスのど-クはMUAボレー
の荘後に視察され､LHパルスとMUAボレー の一
対一の対応関係がUAらかであった｡以上本研究に
より､ニホンザルにおいてパルス状 LH 分泌に同
期する視床下部電気活動を記録するシステムが椛
立できた｡MUAボレー 頻度の変化を指標とするこ
とにより､霊長類の生殖機能を抑制する各種スト
レスの中枢作用を逆接かつリアルタイムにモニタ
ーできる実験系を得たことは意義深い｡
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